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図１－１ 研究の目的・課題と章構成の関係  
水産金融の体系と性質 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第２章に記述 
水産金融の歴史的展開 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第３章前半に記述 
金融全体の変化の水産金融への影響 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第３章後半に記述 
水産業ファンドに関係する、一般的なファンドの機能の特長 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４章に記述 
水産ファンドの事例研究 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第５章に記述 


















































表４－１ 従来の漁業金融とファンドの機能的な比較  
図４－２ 中小企業基盤整備機構が出資するファンドのストラクチャー図  
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  平成元  11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 
年度末 1989  1999  2000  2001  2002  2003  2004  2005  2006  2007  2008  2009  
漁業関係融資 
残高合計 
28,157  25,376  23,231  21,919  20,496  19,087  17,823  16,444  15,563  13,510  12,506  11,862  
政府系金融機関 4,717  2,843  2,443  2,144  1,873  1,677  1,449  1,315  1,226  1,116  1,015  1,018  
系統金融機関 14,508  14,615  14,110  13,360  12,611  12,290  11,741  10,913  10,580  9,084  8,346  8,085  
一般金融機関 8,881  7,918  6,678  6,415  6,012  5,120  4,633  4,216  3,757  3,310  3,145  2,759  









































































































融資は 1 号資金から 7 号資金までに分類されていてその貸付内容は以下の通りとなっており、漁
業者が必要とする幅広い資金需要に対応している。１号資金については鋼船および FRP 船に対す
る限度額が３億６０００万円であり大規模である。 
（１） 1 号資金―漁船 （養殖業に使うものを含む） 
（２） 2 号資金―漁船漁具保管修理施設等 
（３） 3 号資金―漁場改良造成用器具等 （養殖業に使うものを含む） 
（４） 4 号資金―漁具等 
（５） 5 号資金―水産動物の種苗の購入又は育成 
（６） 6 号資金―漁村環境整備施設 
（７） 7 号資金―農林水産大臣特認（１～6 号以外で農林水産大臣が指定する資金） 
以上、細かく区分されているがその融資姿勢は柔軟であり、実務上は明文規定されている以外














































































































































































































































農林中央金庫 [73] 「農林中央公庫５０年」, 農林中央金庫. 
加瀬和俊 [88] 「漁協の役割と水産金融の動向」, 『新海洋時代の漁業』, 農文協 
増田洋 [92] 「漁業における財政・金融の構造と機能」, （小野征一郎・堀口健治（編） 『日本漁
業の経済分析―縮小と再編の論理』）, 農林統計協会 . 
漁業近代化資金制度研究会 [96] 「すぐわかる 漁業近代化資金制度 一問一答」, 水産庁. 
小野征一郎 [99] 「金融ビッグバンと漁協系統金融」, 『漁協経営』, 37-11. 
33 
 
柏谷義信 [02] 「戦後金融制度改革と漁業金融の現状 ―本道漁業信用事業を中心として―」,  
『北日本漁業』, 28. 
多屋勝雄 [02] 「水産基本法と漁業管理」, 『日本水産学会誌』, 68-2. 
農林漁業信用基金 [03] 「農林漁業信用基金（漁業部門）三十年の歩み」, 農林漁業信用基金 . 
農林漁業金融公庫 [04] 「農林漁業金融公庫五十年史」, 農林漁業金融公庫 . 
小野征一郎 [05] 「水産経済政策」, 『漁業経済研究の成果と展望』, 成山堂書店 . 
中尾高範・泉田洋一 [06] 「農林漁業金融公庫の 50 年を振り返って‐政策性と金融原理の二面
性を中心に‐」, 東京大学大学院農学生命科学研究科農業・資源経済学専攻農村開発金融研
究室, 論文リスト No.06-F-01. 
甫喜本憲 [06] 「漁協信用事業の地域展開と再編成に関する研究」,  北海道大学学術成果コレ
クション, Vol. 52, No.1/2. 
加瀬和俊 [07] 「水産政策の全体的俯瞰」, （『沿岸・沖合漁業経営再編の実態と基本政策の検
討 －平成 17 年度事業報告－』）, 東京水産振興会. 
佐藤力生 [08] 「漁協再生のために（第５回）―信用事業統合の現状と課題―」, 『漁業と漁協』,  
46-8. 
出村雅晴 [09] 「漁業金融システムとその動向」, 『漁業と漁協』, 47-2. 
川瀬昇平 [10] 「漁業金融制度」, 『漁業と漁協』, 48-1. 
本田敏裕 [10] 「漁業金融と漁協系統信用事業について」, 『漁協と漁業』, 48-2. 
 
〔参考ホームページ〕 
政策金融・金融危機管理 . 財務省ホームページ（http://www.mof.go.jp/f inancial_system/）
（2012.1.30） 





ムページ（http://www.jfa .maff .go. jp/j/press/keiei/110902.html） （2011.10.27） 
漁業の制度資金一覧表. 水産庁ホームページ
（http://www.jfa.maff .go.jp/j/keiei/kinyuu/pdf/110721_sikin_hayamihyou.pdf ） （2011.10.27） 
水産制度金融について . 水産庁ホームページ
（http://www.jfa.maff .go.jp/j/keiei/kinyuu/index.html） （2011.10.27）  
水産関係制度資金 . 水産庁ホームページ
（http://www.jfa.maff .go.jp/j/keiei/kinyuu/index2.html） （2011.10.27）  
株式会社日本政策金融公庫補給金 ―意欲ある多様な農林水産業者向け制度資金の円滑な融
通―. 農林水産省ホームページ（http://www.maff .go.jp/j/aid/hozyo/2011/keiei/pdf/29.pdf ） 
（2011.10.27）  
無保証人型漁業融資促進事業 . 農林水産省ホームページ
（http://www.maff.go.jp/j/aid/hozyo/2011/suisan/pdf/8.pdf ） （2011.10.27） 
ニュースリリース  平成２２年３月期決算の公表について .  日本政策金融公庫ホームページ
（http://www.jfc .go.jp/common/pdf/t_news_100604a.pdf ） （2011.10.27） 
水産制度金融の概要 . 農林水産省図書館ホームページ .  










































































































































































































































































































































































































負債比率 104.6% 112.1% 103.3% 112.2% 100.1% 113.4% 102.0% 102.0% 46.4% 102.9% 106.6% 
償還余裕率 13.0 31.0 31.9 18.0 19.6 7.4 9.9 62.5 56.9 5.9 9.7 











表３－２ 平成２１年度における漁業経営体に対する融資の安全度  
（個人経営体・海面漁業・経営体階層別） 
区分 
漁  船  漁  業 小型定置網
漁業 平均 ３トン未満 ３～５ ５～10 10～20 20～30 30～50 50～100 100Ｔ以上 
負債比率 14.1% 5.3% 9.1% 12.7% 42.6% 45.0% 85.1% 21.1% 124.5% 36.9% 





















区分 20 ㌧以上 20 ㌧以上 20 ㌧以上 20 ㌧以上 20 ㌧以上 20 ㌧以上 20 ㌧以上 20 ㌧以上 20 ㌧以上 
負債比率 69.2% 154.3% 139.3% 94.7% 94.1% 69.1% 17.8% 16.3% 31.0% 
償還余裕率  -0.7 4.8 6.9 -0.9 -12.0 12.3 -17.8 52.0 53.2 
（個人経営体・海面漁業・養殖主産地別） 
 区分 ぶり類養殖業 まだい養殖業 ほたてがい養殖業 かき類養殖業 
地域 計 四国 九州 計 東海 四国 九州 計 北海道 東北 計 三陸 瀬戸内 
負債比率 65.1% 46.1% 81.0% 70.8% 51.7% 75.9% 74.8% 5.8% 6.6% 4.6% 7.4% 1.0% 14.2% 
償還余裕率  1.0 23.5 -1.9 -8.0 1.4 -5.3 -95.4 115.1 75.1 186.0 108.5 170.6 84.3 
わかめ類養殖業 のり類養殖業 真珠養殖業 
計 三陸 瀬戸内 計 三陸 東京湾 東海 瀬戸内 有明海 計 東海 瀬戸内 
11.5% 15.7% --- 11.7% 17.2% 3.4% 1.4% 15.8% 17.9% 17.9% 27.6% 11.5% 
89.6 73.0 --- 86.0 23.1 90.2 1,058.0 218.7 80.8 -3.2 -1.3 -6.6 




表３－３ 平成２１年度における漁業経営体に対する融資の安全度  
（共同経営体） 
 


























負債比率 15.5% 26.7% 9.7% 5.6% 24.5% 28.6% 21.5% 13.2% 9.7% 43.2% 
償還余裕率  115.5 1.5 0.4 6.4 0.1 0.3 945.9 28.4 0.4 0.2 
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財源 財政投融資、系統金融 リスクマネー、中小機構、地元金融機関 
対象 全ての漁業者 創業段階の企業、中小企業、破綻企業 
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 山陰再生ファンド みえ新産業創造ファンド チャレンジ九州・中小企
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